
２０１３年度事業計画 

 

１．事業方針 

 定款第３条に掲げる目的を達成するため、公益目的事業として以下に掲げる３つの事業 

を実施する。 

【公益事業】 

Ⅰ．都市対抗野球等、野球大会の開催と運営 

Ⅱ．野球競技の普及に関する事業 

Ⅲ．野球情報提供事業 

 

また、収益事業としては以下のとおりとする。 

【収益事業】 

 Ⅳ．野球大会のグッズ及び野球に関する書籍等の販売 

 

これら事業の方針は以下のとおりとする。 

 

公益Ⅰ．都市対抗野球等、野球大会の開催と運営 

 【趣旨】 

広範な国民が参加できる野球大会を主催するなど、最も国民に広く親しまれている 

スポーツである野球競技を通して、心身の健全な発達及び豊かな人間性の涵養を図 

ることを目的とした活動を実施する。この目的を達成するため、ア～サの事業は共 

通の目的を達成する手段と位置付けられることから一つにまとめる。 

 

 【事業内容と概要】 

ア．都市対抗野球大会 

社会人野球を象徴する大会であり、加盟する全てのチームが予選に参加することが

できる。本連盟が運営する本大会は各地区の予選を勝ち抜いた高い競技力を持って

いるチームにより行われる。また、各地区予選で敗退したチームの中からも優れた

選手を選出し補強選手として試合に出場させることができるため、どの試合も非常

に高い技術レベルで行われる。一方で、各チームとも所在地をおく都市名で大会に

参加することから、地域や母体となる企業との協力体制による応援組織が結成され、

スタンドには多くの観客が詰め掛け、地域色豊かな応援が繰り広げられる。さらに

球場内は、試合展開による緊張感と両チームの応援合戦による雰囲気により、スタ

ンドの観客には独特な一体感がもたらされる。出場するチームの地元地域や母体と

なる企業には多大な士気高揚の効果を与えている。 

また、都市対抗を目指すチームは、各都市のシンボルとしても認められる存在であ

ることが重要な要素であり、日本野球連盟としては、基本理念と活動指針を定めて

周知徹底を図り、常日頃より当該市町村や地域住民に対する様々な貢献策の実施や

社会の模範となるべき行動の推進を求めている。 

 

イ．社会人野球日本選手権大会 

社会人野球のその年度のチャンピオンを決する大会として位置付けている。都市対

抗野球大会をはじめ、その年度中に行われる全国規模の大会で優勝したチーム並び

に各地区の最終予選を勝ち抜いたチームが出場して行われる。従って、単独チーム

として最も技術レベルの高い大会である。 

   

ウ．全日本クラブ野球選手権大会 

日本野球連盟に加盟登録するチームの内、会社登録（会社等の法人が設立する）チ

ーム以外のクラブ登録チームによる全国大会であり、各地区予選を勝ち抜いた代表

チームが参加する。優勝チームには社会人野球日本選手権大会（前記イ．）の出場

権が与えられる。 

 

エ．クラブチーム各ブロック大会 

日本野球連盟に加盟登録するチームの内、会社登録（会社等の法人が設立する）チ

ーム以外のクラブ登録チームを対象にしている。クラブ登録チーム数が急増し、近

年、「ウ」の大会への出場が「狭き門」となっていること、底辺レベルのクラブチ

ームにも目標となる大会が必要とされたことから、「東日本クラブカップ大会」、

「中日本クラブカップ大会」、「西日本クラブカップ大会」の3大会を実施する。



大会新設の背景から、「ウ．」の大会に出場するチームには参加資格がないものと

している。クラブチームが、「ウ．」の大会を勝ち抜き、「イ．」の大会へ向けて

レベルアップを図っていくための最初のステップとなる位置付けの大会である。 

 

オ．指導者育成事業 

ア～エの各大会においてより高いレベルのチームを作り、トップレベルの選手を育

成していくため、現場の指導に携わる指導者の資質向上を図ることを目的とする。

高い技術と経験と知識に裏付けされた理論を学び、討論や実習、講演などでカリキ

ュラムを構成する。参加対象は原則として加盟チームの指導者とするが、一般の指

導者からの参加要望があれば受け付ける。また、各地域で開催する指導者講習会に

対しても一定の規則に則り、講師の派遣や経費支援等も行う。 

 

カ．審判員育成事業 

ア～エの各大会など、技術レベルの高い試合を担当できる審判員の育成並びに優秀

な審判員を育成するための指導者を育成することを目的とする。理論や技術講座並

びに数多くの経験に基づく講和等のカリキュラムで構成する講習会の実施や各地

域で開催する講習会に対しても一定の規則に則り、講師の派遣や経費支援等も行う。 

 

キ．公式記録員育成事業 

ア～エの各大会など、技術レベルの高い試合を担当できる公式記録員の育成並びに

優秀な公式記録員を育成するための指導者を育成することを目的とする。理論や技

術講座並びに数多くの経験に基づく講和等のカリキュラムで構成する講習会の実

施や各地域で開催する講習会に対しても一定の規則に則り、講師の派遣や経費支援

等も行う。 

 

ク．場内アナウンス研修事業 

ア～エの各大会など、技術レベルの高い試合を担当できる場内アナウンサーの育成

並びに優秀なアナウンサーを育成するための指導者を育成することを目的とする。

理論や技術講座並びに数多くの経験に基づく講和等のカリキュラムで構成する講

習会の実施や各地域で開催する講習会に対しても一定の規則に則り、講師の派遣や

経費支援等も行う。 

 

ケ．コンディショニングスタッフ研修事業 

ア～エの各大会においてより高いレベルのチームを作り、トップレベルの選手を育

成していくため、選手のコンディショニングの指導に携わるスタッフの資質向上を

図ることを目的とする。高い技術と経験、知識に裏付けされた理論を学び、討論や

実習、講演などのカリキュラムで構成する研修会を実施する。参加対象は原則とし

て加盟チームのコンディショニングスタッフとするが、一般の指導者からの参加 

要望があれば受け付ける。また、各地域で開催する講習会に対しても一定の規則に

則り、講師の派遣や経費支援等も行う。 

 

コ．競技力向上事業 

ア～エの各大会において、より高いレベルのチームにより行われていくため、トッ

プレベルの選手を育成するために以下の事業を実施する。また、各地域で行われる

講習会に対しても一定の規則に則り、講師の派遣や経費支援等も行う。 

・新人研修会 

将来有望な若手選手を招集し、技術やコンディショニングに関する先端情報を提 

供し、連盟が指名する指導者による実践練習等を行う。 

・優秀選手研修会 

日本を代表するレベルの選手を招集し技術やコンディショニングに関する先端 

情報を提供し、連盟が指名する指導者による実践練習等を行う。 

 

・交流大会、親善試合の開催 

指導者や選手等のレベル向上を目的とする交流大会や親善試合を実施する。又は、 

交流大会や親善試合に派遣する。 

 

サ．海外研修及び派遣事業 

・優秀選手及びチーム、又は選抜選手によるチームの海外研修派遣を実施する。 

・指導者、審判員、記録員等の海外研修派遣を実施する。 



 

公益Ⅱ．野球競技の普及に関する事業 

【趣旨】こどもから大人まで幅広い年齢層を対象に、野球競技の普及振興および野球選手、 

指導者、審判員、記録員の育成を目的とした事業を実施し、活力あるスポーツ社 

会の実現に向け貢献する。 

 

【事業内容と概要】 

ア．野球指導者育成事業 

   野球の指導に携わる指導者の資質向上を図ることを目的とする。高い技術と経験と 

知識に裏付けされた理論を学び、討論や実習、講演などでカリキュラムを構成する。 

参加対象は広く一般からの参加を受け付ける。また、各地域で開催する少年野球団 

体が主催する指導者講習会に対しても一定の規則に則り、講師の派遣や経費支援等 

も行う。 

 

イ．審判員育成事業 

審判員の育成並びに審判員を育成するための指導者を育成することを目的とする。 

理論や技術講座並びに数多くの経験に基づく講和等のカリキュラムで構成する講習 

会の実施や各地域で少年野球団体が主催する講習会に対しても一定の規則に則り、 

講師の派遣や経費支援等も行う。 

 

ウ．公式記録員育成事業 

公式記録員の育成並びに優秀な公式記録員を育成するための指導者を育成すること 

を目的とする。理論や技術講座並びに数多くの経験に基づく講和等のカリキュラム 

で構成する講習会の実施や各地域で少年野球団体が主催する講習会に対しても一定 

の規則に則り、講師の派遣や経費支援等も行う。 

 

エ．コンディショニングスタッフ研修事業 

選手のコンディショニングの指導に携わるスタッフの資質向上を図ることを目的と 

する。高い技術と経験、知識に裏付けされた理論を学び、討論や実習、講演などの 

カリキュラムで構成する研修会を実施する。また、各地域で少年野球団体が主催す 

る講習会に対しても一定の規則に則り、講師の派遣や経費支援等も行う。 

 

 

オ．中学硬式野球指導者育成事業 

日本野球連盟下に置く中学硬式野球協議会参加団体において子どもたちの指導に携 

わる指導者の資質向上を図ることを目的とする。高い技術と経験と知識に裏付けさ 

れた理論を学び、討論や実習、講演などでカリキュラムを構成する。参加対象は広 

く一般からの参加を受け付ける。また、各地域で開催する少年野球団体が主催する 

指導者講習会に対しても一定の規則に則り、講師の派遣や経費支援等も行う。 

 

カ．女子野球普及振興事業 

 広く女子野球の普及と振興を図るための事業を行う。 

 

キ．野球教室、ティーボール教室 

野球競技に関係する団体やチームに参加している子供たちだけに限らず、広く多く 

の子どもたちに野球競技に親しむことができる機会を提供することを目的とする。 

基本となる技術やルール、楽しみ方などを伝える。 

 

ク.競技力向上事業 

野球競技の底上げのため、小・中学生等のｼﾞｭﾆｱ層や女子野球の国際試合に対する派 

遣や支援等を行う。 

 

 

ケ.国際的野球競技普及振興事業 

指導者や審判員の海外への派遣や国際大会の際の用具等の支援、また海外ﾁｰﾑが野球 

研修で来日した際の受入れや支援をする。 

 

コ．展示による普及活動 

博物館等への展示により普及振興活動を実施する。 



 

公益Ⅲ．野球情報提供事業 

【主旨】野球という国民的スポーツを更に多くの人に知ってもらい、競技に参加できる機 

会を増やすと同時にスポーツへの参加意識を高めることを目的とする。 

【事業内容と概要】 

年刊会報誌及び月刊会報誌を発刊し、有償又は無償で関係先に配布する。 

   

収益事業 Ⅳ．野球大会のグッズ及び野球に関する書籍等の販売 

【事業内容】公益事業で掲げた野球大会のグッズ、野球に関する書籍等の販売を行う。 

 

 

２．本年度の事業内容 

※２０１３年度事業計画に盛り込む新規事業について・・・（資料P71参照） 

 

（１） 野球競技の普及及び振興に関する基本方針を確立すること。 

     日本野球連盟の基本理念及び活動指針に基づき、野球競技の普及と振興 

     を図るため、各種事業を実施する。 

 
（２） 野球選手の競技力向上を図ること 

① 野球技術等に関する研究会を実施する。（新規） 

  ・ピッチング研究会 

    ・バッティング研究会 

    ・守備走塁研究会 

    ・フィジカル研究会 

      ※競技力向上委員会で運営する。 

    ② 新人研修会を実施する。 

 

（３） 野球競技に関する全国規模の各種国内大会及びその他の競技大会並びに講習会

等を開催すること 

 

 【全国規模の各種国内大会の開催】 

① 第８４回都市対抗野球大会 

期   日 ７月１２日（金）～７月２３日（火） 

球   場 東京ドーム 

参加チーム ３２チーム 

 

② 第７回全日本中学野球選手権大会（ジャイアンツカップ） 

期   日 ８月１０日（土）～１４日（水） 

球   場 東京近郊 

参加チーム ３２チーム 

 

③ 第３８回全日本クラブ野球選手権大会 

期   日   ９月６日（金）～ ９日（月） 

球   場 西武ドーム 

参加チーム １６チーム 

 

④ 各クラブカップ大会 

・第６回東日本クラブカップ大会 

期   日  ９月２８日（土）～２９日（日） 

会   場  青森県営球場 

参加チーム  ８チーム（北海道２、東北４、北関東２） 

主   管  東北地区連盟 



 

・第６回中日本クラブカップ大会 

期   日  ９月２８日（土）～２９日（日） 

会   場  ハードオフエコスタジアム 

参加チーム  ８チーム（北信越４、南関東２、東海２） 

主   管  北信越地区連盟 

 

・第６回西日本クラブカップ大会 

期   日  ９月１４日（土）～１５日（日） 

会   場  三木山総合運動公園野球場他 

参加チーム  ８チーム（近畿３、中国２、四国１、九州２）  

主   管  近畿地区連盟 

 

⑤ 第３９回社会人野球日本選手権大会・・・（資料 P73参照） 

期   日 １０月２８日（月）～１１日間 

※プロ野球オリックス球団との協議により、一部日程を変更する場合がある。 

会   場 京セラドーム大阪 

参加チーム ３２チーム 

※特例事項適用チームは別添のとおり。 

 

⑥ ２０１３年度ＪＡＢＡ公式大会・・・（資料 P74参照） 

・社会人野球日本選手権大会の対象とするＪＡＢＡ大会は以下のとおり１１ 

 大会とする。 

北海道、東北、長野、日立市長杯、東京スポニチ、静岡、ベーブルース杯、 

京都、岡山、四国、九州 

      ・各地区連盟及び各加盟地方団体から届出のあった２０１３年度各ＪＡＢＡ 

       大会について承認した。                   

・日本野球機構を通じて調整した結果、社会人野球日本選手権大会の対象大会へ 

は、ベーブルース杯大会に中日ドラゴンズ(ファーム)が出場する。 

 

   【講習会等の開催】 

① 記録員講習会 

期   日 ７月１２（金）～ ７月２３日（火） 

場   所 東京ドーム 

参 加 者 各地区連盟推薦記録員等 

    （第８４回都市対抗野球大会公式記録実地研修） 

指   導 公式記録部会委員 

 

② 第３０回新人研修会（未定） 

期   日 未定  

場   所 未定 

運   営 競技力向上委員会 

協   力 未定 

参 加 者 将来有望な新人選手（競技力向上委員会で選考） 

 



 

③ 第３８回指導者研修会＆コンディショニングスタッフ研修会 

期   日 ２０１４年１月１１日（土）～ １月１２日（日） 

場   所 熱海後楽園ホテル 

企画・運営 競技力向上委員会 

参 加 者 加盟各チームの指導者・コンディショニングスタッフ 

 

④ 日本中学硬式野球指導者講習会・・・（未定） 

会   場 全国５会場で開催予定 

企画・運営 日本中学硬式野球協議会 

参 加 者 日本中学硬式野球協議会所属団体指導者 

     

⑤ 第５６回審判講習会 

期   日 ２０１４年２月中旬（３日間） 

場   所 未定 

協   力 近畿地区連盟 

企画・運営 規則・審判委員会 

参 加 者 加盟団体審判員 

 

⑥ ２０１３年度社会人野球表彰事業・・・（資料 P84参照） 

表彰規程に基づき選考し、対象選手を表彰する。表彰式は１２月中旬に東京 

都内で行う。 

 

（４） 野球競技に関する各種国際大会、国際親善試合及び国際会議等を日本で開催す

ること 

① 第２３回世界少年野球大会（未定） 

 ※財団法人 世界少年野球推進財団（WCBF）との共催で事業を実施する。 

運営は、WCBF並びに開催地地元自治体代表者による組織委員会及び実行 

委員会を組織して行う。２０１３年度の開催地は福井の予定。 

 

② 15Uアジアチャレンジマッチ２０１３ IN 松山（予定） 

    期    日 ２０１３年１１月下旬（４日間） 

    場    所 松山坊っちゃんスタジアム他 

    参加国・地域 15U日本代表＋３チーム 

    共    催 中学硬式野球協議会、読売新聞社 

※詳細は中学硬式野球協議会において協議。 

 

（５） 野球競技に関する各種国際大会、国際親善試合及び国際会議等に対する代表役

員、選手を選定し、派遣すること 

① ワールドベースボールチャレンジ（WBC）へのチーム派遣 

大会名 ワールドベースボールチャレンジ（WBC） 

開催国 カナダ 

期 間 ８月１３日～２３日 

参加国 ６～８カ国（予定） 

※第８４回都市対抗野球大会優勝チームを派遣する。 

 

② 全日本アマチュア野球連盟選手強化本部事業としての派遣 

大会名 IBAF１２U ワールドカップ 

開催国 台湾 

期 間 ７月２０日～２８日 

参加国 ８～１２カ国（予定） 

※日本リトルリーグ野球協会による選抜チームを派遣する。 

 



 

③ 全日本アマチュア野球連盟からの要請に応じて国際大会等への代表者等を 

  派遣する。 

      ・日本代表チーム監督、コーチ及び関係スタッフ 

・各大会運営スタッフ（審判員、記録員等） 

     

④ 中学硬式野球協議会を通じて１５U アジアチャレンジマッチ IN 松山に出場す

る日本代表チームの監督、コーチ、関係スタッフ及び選手の選考を行う。 

     

⑤ 第２３回世界少年野球大会に対し、組織委員会、実行委員会の要請に応じて、

大会運営スタッフやインストラクターを選考し、派遣する。 

 

⑥ 日本アマチュア野球規則委員会が実施する MLB アンパイアキャンプに派遣す

る審判員を選考する。 

 

（６） 野球競技に関する指導者、審判員及び記録員等を養成すること 

① 競技力向上委員会を設置し、野球競技に関する指導者の養成を目的とする協議

を行う。前項（３）に掲げる「第３８回指導者研修会＆コンディショニングス

タッフ研修会」を実施する。 

 

② 規則・審判委員会を設置し、野球競技に関する審判員の養成を目的とする協議

を行う。前項（３）に掲げる「第５６回審判講習会」を実施する。また、国際

野球連盟、アジア野球連盟、全日本アマチュア野球連盟及び日本アマチュア野

球規則委員会が実施する審判員要請を目的として行われる事業に協力する。 

 

③ 公式記録部会を設置し、野球競技に関する記録員の養成を目的とする協議を行

う。前項（３）に掲げる「公式記録員講習会」を実施する。また、国際野球連

盟、アジア野球連盟、全日本アマチュア野球連盟及び日本アマチュア野球規則

委員会が実施する記録員要請を目的として行われる事業に協力する。 

 

④ 各地方審判講習会に対する指導員派遣事業・・・（資料 P86 参照） 

      各地区連盟及び各加盟団体が日本アマチュア野球規則委員会によるインスト 

ラクター制度によりインストラクターの派遣を受ける場合、派遣に係わる費 

用の一部を本連盟が負担する。 

 

（７） 野球競技に関する競技規則に関すること 

規則・審判委員会を設置し、競技規則に関する協議を行う。また、日本アマチ 

ュア野球規則委員会に代表者を派遣し、野球競技規則制定に関する協議に参画 

する。 

 

（８） 野球競技の競技施設、用器具等の指導及び公認に関すること 

① 日本アマチュア野球規則委員会に委員を派遣し、競技施設、用器具等の指導 

及び公認に関する協議に参画している。 

 

② 社会人野球で使用できるバットについては、日本野球連盟（社会人野球）内 

規によるものとしている。 

 

③ ２０１３年度における社会人野球の公式戦で使用するボールは以下に掲げる 

「JABA 公認ボール店」１２社から申請があったボールとする。 

イソノ運動具店、ミズノ、久保田運動具店、松勘工業、スミヤ、 

エスエスケイ、ゼット、アシックス、一光スポーツ、ハイゴールド、 

サンアップ、大阪ホーマー 

以上 １２社とする。 

 

④ （一財）製品安全協会に委員を派遣し、野球競技の用器具に関する協議に参 

画する。 

 



（９） 国外へのチーム派遣及び外国チームの招聘に関すること、並びに国際交流を通 

じて野球競技の国際的な普及・振興に寄与すること。 

① 国外へのチーム派遣及び外国チームの招聘を行う場合、全日本アマチュア野球

連盟と連携を図り、実施する。 

 

② アジア野球連盟加盟国をはじめ、諸外国からの協力要請がある場合、全日本ア

マチュア野球連盟との連携を図り、指導者や審判員、記録員、選手等の各種研

修活動に協力する。 

 

③ 審判講習会においては、アジア野球連盟加盟国からの参加者を受け入れる。 

 

④ アジア野球連盟加盟国をはじめ諸外国における野球競技の普及活動に対し、要

請に応じて用具等の支援や指導者の派遣を行う。 

 

（１０）公益財団法人日本体育協会及び全日本アマチュア野球連盟への加盟並びに 

      それらの事業に協力すること。 

日本体育協会及び全日本アマチュア野球連盟に各々、代表者を選出する。 

また、加盟団体として必要とされる事業協力を行う。 

 

（１１）全日本アマチュア野球連盟を通じた国際野球連盟、アジア野球連盟及び公益 

財団法人日本オリンピック委員会の事業に協力すること。 

① 全日本アマチュア野球連盟に代表者を派遣し、同連盟を通じて以下に掲げる団

体の事業に参画する。 

全日本野球会議及び分科会関連事業、ＩＢＡＦ、ＢＦＡ、ＪＯＣ、ＪＡＤＡ等 

への協力。 

 

② 全日本アマチュア野球連盟の法人化に関する各種手続き及び事務局運営業務

に協力する。 

 ・事務局業務のサポート 

  ・事務所関連機器の貸与 

 

③ 全日本アマチュア野球連盟における選手強化本部事業のうち、以下に掲げる 

カテゴリーの日本代表チームに関する編成派遣業務について協力する。 

 ・女子日本代表 

 ・15U 日本代表 

 ・12U 日本代表（世界選手権のみ） 

 

④ 以下に掲げる全日本アマチュア野球連盟の国内事業については業務委託契約

に基づき当連盟で運営する。 

 ・BCC（野球指導者講習会）の運営 

・オリンピックプレーヤーズクリニック 

・アンパイアスクール 

・MLB アンパイアキャンプ派遣 

・審判技術講師研修会  

・審判技術講師の各地域派遣  

・公認野球規則並びに競技規則に関する協議、制定  

・審判等に関する印刷物の物販管理  

      公認野球規則、アンパイアマニュアル、審判メカニクスハンドブック等 

・野球規則委員会（規則部会、審判部会、公式記録部会、用具部会）の運営 

・審判制度改革に関する協議 

    

（１２）野球競技に関する刊行物を発行すること 

① 「財団法人 日本野球連盟 連盟報」（２０１３年版）の発行 

 

② 「ＪＡＢＡニュース」を毎月１回発行し、一般賛助会員等へ送付する。 

 

③ 「公認 野球規則」の発行に対する協力 



 

④ 社会人野球ガイドブック「グランドスラム」（小学館刊行）に対する制作協力 

 

（１３）本条に定める事業の遂行に必要な財源調達を図るための事業を行うこと 

    公益事業で掲げた野球大会のグッズ、野球に関する書籍等の販売を行う。 

 

（１４）その他目的を達成するために必要な事業を行うこと 

① 加盟団体研修事業に対する補助金の支給・・・（資料 P87参照） 

      各地域における野球競技の普及振興を図るため、各加盟団体の行う研修 

事業等に対する助成を行う。 

   

② 野球競技普及振興助成金・・・（資料 P88参照） 

ＪＡＢＡ加盟団体等が実施する野球振興事業に対し「野球競技普及振興助成 

金」として一部事業費を負担する。 

・ティーボール普及活動 

・普及振興事業全国一斉実施（８月） 

 

    ③ 東日本大震災野球復興事業 

      東北地区連盟との協議により各地区連盟、各都道府県連盟、各加盟チームが 

実施する東日本大震災野球復興事業を支援する。 

 

④ NPB所属プロ球団との交流試合・・・（資料 P89参照） 

      「２０１３年プロ・社会人交流試合の申し合わせ事項」に則り実施する。 

 

⑤ 「アオダモ資源育成の会」への参画 

「アオダモ資源育成の会」に委員を派遣。 

 

 ⑥ 弊連盟概要に関する情報公開並びに広報活動の充実化を目的として、公式 

   ホームページを運営。 

 

⑦ 野球競技の普及振興策協議のため、加盟団体代表者との懇談会の開催 

 

⑧ 日本中学硬式野球協議会への参画 

 

⑨ 国内女子野球団体との連絡協議会の開催 

 

⑩ (財)野球体育博物館への協力 

 

⑪ （公財）スポーツ安全協会への協力 

 


